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＜病棟連絡事項＞
・特記事項無し。

＜患者様連絡事項＞
・江刺家　惠子様～本人の希望にて明日より朝おにぎりへ変更となる。

・佐々木　明津子様～持参薬の処方切れが9/6朝迄となっている。ご家族からは当院処方への切り替え希望あったとの事で主治医へ報告し、当院採用薬へ切り替えとなり、臨時薬として1日分(9/7分)処方となり、以後定期処方となる。

・前田　拓子様～腰痛訴え、湿布処方希望あり。主治医へ報告し、ハップスター2袋処方となる。

・加藤　ツネ様～臨時薬処方切れあり。主治医へ報告し同内容で3日分処方となる。

・袴田　将志様～不穏時ブロマゼパムの残数少ない為、主治医へ報告し、同薬7回分処方となる。

・佐々木　正訓様～不穏時ブロマゼパムの残数少ない為、主治医へ報告し、同薬10回分処方となる。

・見付　龍矢様～先日特定女性患者様と連絡先を交換するといった逸脱行動あり。昨日も落ち着き無く、他病棟への移動を訴えたり、Aユニット側担当の職員に話を聞いてほしいとチャイムを何度も鳴らすといった不穏行動見られ、頓服薬服用後も落ち着かない為、指示にて19:00ジプレキサ（10）1V筋注実施。その後は落ち着き、夜間良眠で経過。今朝も特定女性患者様との距離間を気にしている様子は続き、かつ苛々しており、自室へ戻った際にはドアを強く閉める粗暴的行動あり。来詰時には他病棟への移動を希望する訴え聞かれ、助言行うがスタッフの話がいまいち耳に入っていない様子である。主治医には上記不穏行動に関して情報提供行っており、臨時薬としてオランザピンOD(10)1T　1×夕食後　4日分処方(本日夕～)となる。又、本人より入浴後より寒気があって、風邪気味であると訴え聞かれ、風邪薬処方希望あり、主治医へ報告し、PL配合顆粒　3P　3×毎食後　3日分処方(本日夕～)となる。

・田端　香織様～妹様より電話あり。以下の内容を話す。
1.9/8の面談の時間を14:00～など早い時間変更してほしい。
できなければ日付を変えることは可能か？(土曜日以外で)
2.母と面談に入るがその前に自身(妹)と主治医だけで話をする機会
を設けてほしい。
　　　　　　　　主治医へ確認するが、早い時間への変更は当日外来日である事から難しいとの返答。妹様より希望日時を確認の上で再度週明けに日程調整を図っていく事とし、主治医了解されている。面談の流れに関しては妹様と主治医の面談→母様交えての面談でいいとの事。

＜東病棟入院・入室状況＞
【退院】
・程熊　薫様～東病棟Dユニット18号室→自宅退院。
初外来日：9/14(火)11:30予約。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他室侵入・他患者様の私物弄り等の迷惑行為あり、早めに開放観察を終了している。自傷行為は無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
[bookmark: _Hlk62478463]
・飯田　修子様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。午前開放観察時は静穏に過ごされていたが、午後の開放時には複数の他者への不満訴え、不穏状態となる。15:00不穏時リスペリドン内用液(2)1P服薬し開放観察終了。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。8:10疼痛時)ロキソプロフェンNa(60)1T服薬される。衝動行為・問題行動無く、終始静穏に過ごされる。拘束部位のトラブル無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・木村　夏美様～母様への架電要求頻回(母様からも頻回に病棟へ架電あり)。母様が心配と訴え、退院日を気にされている。不安・焦燥感著しい。都度スタッフ声掛けにて落ち着く事は出来ている。希死/自殺念慮は否定。

・水尻　吉治様～各食自力で全量摂取、拒薬無し。周辺症状に伴う問題行動無く静穏。

・外崎　昭雄様～各食自力で全量摂取、拒薬無し。入院への不満・帰宅願望を訴えているが切迫した様子は無い。易怒性・興奮見られず問題行動も無い。

＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～特定の患者様の名前を挙げながら、被害的な言動聞かれる場面あるが、必要に応じて自ら不穏時薬を内服に来られる等対処しており、不穏・他者トラブルに発展する様子は無く経過。

・木村　夏美様～退院希望は聞かれるものの切迫感の表出はなく落ち着いており、希死的な言動、危険行動、衝動行為などは見られない。母親も早期の退院を希望されており、自宅への受け入れには協力的である。精神保健指定医(馬渡Dr.)による診察の結果、自傷他害の恐れは消失したと判断し、措置入院の解除へ向けて手続きを進めていく事となる。
